
 

年次報告書、研修プログラム変更・新設届出書 
2022 年  4 月  1 日 

都道府県知事 殿 

 

病院名 愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 

開設者  愛知県厚生農業協同組合連合会       

代表理事 宇野 修二  印    

 

 

医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令（平成１４年厚生労働省令第１５８号）第１２条に基づき、年次報告書を提出いたし

ます。 

また、併せて、同省令第９条に基づき、１．研修プログラムの変更、２．研修プログラムの新設を届け出ます。（研修プログラムを変更する場合には「１．

研修プログラム変更」に、研修プログラムを新設する場合には「２．研修プログラムの新設」に○をつけてください。） 

 

①.基幹型臨床研修病院  ２.協力型臨床研修病院 （報告又は届出を行う臨床研修病院の型の番号に○をつけてください。） 

 

・項目番号１から２５までについては、年次報告において記入してください。 

・研修プログラムの変更・新設の届出の場合は、項目番号２６から３６までについても記入してください。 

 

様式１０ 



 

 

年次報告書、研修プログラム変更・新設届出書－１－ 

 
病院施設番号：  ０３０４３６    臨床研修病院の名称：  愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院  
 

記入日：西暦 2022 年 4 月 1 日 

病院施設番号 

（基幹型、協力型記入） 

既に番号を取得している臨床研修病院については

病院施設番号を記入してください。 

０３０４３６ 臨床研修病院群の名称 
（基幹型、協力型記入） 

既に臨床研修病院群番号を有している臨

床研修病院群については、番号も記入し

てください。 

名称 江南厚生病院臨床研修病院群 

番号 ０３０４３６１１１ 

作成責任者の氏名及び連絡先 

（基幹型、協力型記入） 

本報告書の問合せに対して回答できる作成

責任者について記入してください。 

ﾌﾘｶﾞﾅ トミタ        ヤスヒロ 役職                 

 

（内線３０５０ ） 

（直通電話（０５８７）５１―３３３３） 

e-mail：kenshu@konan.jaaikosei.or.jp                  

（携帯電話のメールアドレスは不可とします。） 

氏名（姓） 

 

冨田 

（名） 

 

泰宏 

１．病院の名称 

（基幹型、協力型記入） 

ﾌﾘｶﾞﾅ ｱｲﾁｹﾝｺｳｾｲﾉｳｷﾞｮｳｷｮｳﾄﾞｳｸﾐｱｲﾚﾝｺﾞｳｶｲ   ｺｳﾅﾝｺｳｾｲﾋﾞｮｳｲﾝ 

      愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 

 

２．病院の所在地及び二次医

療圏の名称 

(基幹型・協力型記入) 

〒 ４ ８ ３-８ ７ ０ ４  （愛知県） 

江南市高屋町大松原１３７番地 

 

電話：（０５８７）５１―３３３３ ＦＡＸ：（０５８７）５１―３３３０     

二次医療圏 

の名称：尾張北部医療圏 

３．病院の開設者の氏名（法

人の名称） 

(基幹型・協力型記入) 

ﾌﾘｶﾞﾅ ｱｲﾁｹﾝｺｳｾｲﾉｳｷﾞｮｳｷｮｳﾄﾞｳｸﾐｱｲﾚﾝｺﾞｳｶｲ ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞﾘｼﾞﾁｮｳ  ｳﾉｼｭｳｼﾞ 

    愛知県厚生農業協同組合連合会  代表理事理事長 宇野修二 

 

４．病院の開設者の住所（法

人の主たる事務所の所在

地） 

(基幹型・協力型記入) 

〒 ４ ８ ０-１ １ ５ ５  （愛知県） 

長久手市平池９０１番地 

 

電話：（０５６１）６２―３１６１  ＦＡＸ：（０５６１）６２―３１８２  

５．病院の管理者の氏名 

(基幹型・協力型記入) 

ﾌﾘｶﾞﾅ コウノ                   アキオ 

姓 

   河野  

名 

彰夫 

６.研修管理委員会の構成員の氏名

及び開催回数 

（基幹型記入） 

＊ 別紙１に記入 

研修管理委員会のすべての構成員(協力型臨床研修病院及び臨床研修協力施設に所属する者を含む。)について記入してください。 

７．病院群の構成等 

（基幹型記入） 

＊ 別表に記入 

病院群を構成するすべての臨床研修病院、臨床研修協力施設の名称、新規指定の有無、病院群の構成の変更等について記入してください。 

８.病院のホームページアドレス 

（基幹型・協力型記入） http:// www.jaaikosei.or.jp/konan/ 

 



 

年次報告書、研修プログラム変更・新設届出書－２－ 
病院施設番号：  ０３０４３６    臨床研修病院の名称： 愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院    

 ※  

９．医師（研修医を含む。）の員数 

(基幹型・協力型記入) 

 常勤：１７８名、非常勤（常勤換算）：１８．２名 

計（常勤換算）：１９６．２名、医療法による医師の標準員数：６７．９名 

＊ 研修医の氏名等について様式３に記入 

１０．救急医療

の提供の実績 
（基幹型・協力型記入） 

救急病院認定の告示  告示年月日：西暦２０２０年５月１日、告示番号：第１９５号 

医療計画上の位置付

け 

 １．初期救急医療機関 ２．第二次救急医療機関 ③．第三次救急医療機関 

救急専用診療（処置）室の有

無 

 ① ．有 （５３.７９）ｍ２  ０．無 

救急医療の実績  前年度の件数：２２，４２６件（うち診療時間外：１９，９３３件） 

１日平均件数：６１．４件（うち診療時間外：５４．６件） 

救急車取扱件数：６，５７１件（うち診療時間外：４，２４８件） 

診療時間外の勤務体

制 

 医師：１０名（医師６名・研修医４名）、看護師及び准看護師：昼６名・夜５名 

指導を行う者の氏名

等 

 ＊ 別紙４に記入 

救急医療を提供して

いる診療科 

 内科系（①．有 ０．無） 外科系（①．有 ０．無） 小児科（①．有 ０．無） 

その他（産婦人科） 

１１．医療法上の許可病床数（歯科の病

床数を除く。） 

（基幹型・協力型記入） 

 1.一般： ６２６床、2.精神：    床、3.感染症：    床 

4.結核：    床、5.療養：  ５４床 

１２．診療科ごとの入院患者・外来患者・

研修医の数 

（基幹型・協力型記入） 

 ＊ 別紙２に記入 

１３．病床の種別ごとの平均在院日数（小

数第二位四捨五入） 

（基幹型・協力型記入） 

 1.一般： １３．１日、2.精神：   . 日、3.感染症：   . 日 

4.結核：   . 日、5.療養：     日 

１４．前年度の分娩件数 
（基幹型・協力型記入） 

 正常分娩件数：２１４件、異常分娩件数：４０７件 

１５．臨床病理

検討会（ＣＰ

Ｃ）の実施状

況 
（基幹型・協力型記入） 

開催回数  前年度実績： １２ 回、今年度見込： １２ 回 ※報告・届出病院の主催の 

指導を行う病理医の氏名

等 

 ＊ 別紙４に記入                 下に開催した回数を記載 

剖検数  前年度実績： １２ 件、今年度見込： １５ 件 

剖検を行う場所  当該医療機関の剖検室 ① ．有 

０．無 （       ）大学、（      ）病院 
無を選択した場合には、剖検を実施している大学又は病院を記入してください。 

１６．研修医の

ための宿舎及

び研修医室の

有無 
（基幹型・協力型記入） 

研修医の宿舎  ①．有（単身用： ７０戸、世帯用： ３８戸） 

０．無（住宅手当：      円） 
有を選択した場合には、単身用・世帯用に分けて宿舎の戸数を記入してください。 

無を選択した場合には、住宅手当の金額を記入してください。住宅手当の支給が無い場合は、「０」と記入してください。 

研修医室  ①．有（ １ 室） ０．無 
有を選択した場合には、研修医室の室数を記入してください。 

１７．図書、雑

誌、インター

ネット等が利

用できる環境

及び医学教育

用機材の整備

状況 
（基幹型・協力型記入） 

図書室の広さ  （１２２.２４）ｍ２ 

医学図書数  国内図書：２，７４７冊、国外図書：１，０９３冊 

医学雑誌数  国内雑誌：２８種類、国外雑誌：３４種類 

図書室の利用可能時

間 

 ０：００～２４：００  24 時間表記 

文献データベース等

の 

利用環境 

 Medline 等の文献データベース（①．有 ０．無）、教育用コンテンツ（①．有 ０．無）、 

その他（                           ） 

利用可能時間（０：００～２４：００）24 時間表記 

医学教育用機材の整

備状況 

 医学教育用シミュレーター（①．有 ０．無）、 

その他（                           ） 



 

年次報告書、研修プログラム変更・新設届出書－３－ 
病院施設番号：  ０３０４３６    臨床研修病院の名称：  愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院   

１８．病歴管理体制 

 (基幹型・協力型記入) 

病歴管理の責任者の氏

名及び役職 

 ﾌﾘｶﾞﾅ  カネムラ           トクミ 

氏名（姓）金村 （名）徳相 

役職 副院長 

診療に関する諸記録の

管理方法 

 ① ．中央管理 ２．各科管理 

その他（具体的に：医療情報室サーバーで管理） 

診療録の保存期間  （ ２０ ）年間保存 

診療録の保存方法  １．文書 ②．電子媒体 

その他（具体的に：医療情報室サーバーで管理） 

１９．医療安全管理体制 

 (基幹型・協力型記入) 

 

 

安全管理者の配置状況 

 

 ①．有（２名）  ０．無 

有を選択した場合には、安全管理者の人数を記入してください。 

安全管理部門の設置状

況 

 職員：専任（ ３ ）名、兼任（ １３ ）名 

主な活動内容：例）「院内において発生した医療事故又は発生する危険があった医療事故についての

情報の収集」「医療事故の防止のための研修及び教育」等 

医療事故防止対策の検討、医療事故の分析及び再発防止の検討、医療事

故防止のための啓発・教育・広報等。 

患者からの相談に適切

に応じる体制の確保状

況 

 

 

 

 

 患者相談窓口の責任者の氏名等： 

ﾌﾘｶﾞﾅ   ノダ             トモコ 

氏名（姓） 野田 （名） 智子 

役職   地域医療福祉連携室室長 

対応時間（９：００～１７：００）24 時間表記 

患者相談窓口に係る規約の有無： ①．有 ０．無 

 医療に係る安全管理の

ための指針の整備状況 

 ① ．有 ０．無 

指針の主な内容：趣旨、用語の定義、医療事故防止のポイント（原則） 

医療事故防止体制、医療事故発生時の対応、ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄﾚﾎﾟｰﾄ。 

 医療に係る安全管理委

員会の開催状況 

 年（１２）回 

活動の主な内容：医療事故防止対策の検討、医療事故の分析及び再発防 

止の検討、医療事故防止のための啓発・教育・広報等。 

 医療に係る安全管理の

ための職員研修の実施

状況 

 年（２）回 

研修の主な内容：各部署のｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄの内容分析、対策等の事例発

表。医療事故関連ビデオの回覧。外部講師による研修会等。 

 医療機関内における事

故報告等の医療に係る

安全の確保を目的とし

た改善のための方策 

 医療機関内における事故報告等の整備： ①．有 ０．無 

その他の改善のための方策の主な内容：ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄ事例の評価分析

に応じた事例集、業務マニュアルの作成、見直し、関連職員への周知。 

 

２０．前年度に臨床研修を修了又は中断した研修医の数 

(基幹型・協力型記入) 

 修了： １３名 

中断：  ０名 

２１．現に受け入れている研修医の数 

(基幹型・協力型記入) 

  前々年度 前年度 当該年度 

 １ 年 １３ １６ １５ 

 ２ 年 １３ １３ １３ 

２２．受入可能定員 

(基幹型・協力型記入) 

許可病床数（歯科の病床

数を除く。）から算出 

 許可病床数（ ６８０ ）床÷１０＝（ ６８ ）名 

患者数から算出  年間入院患者数（１６，１１１）人÷１００＝（１６１）名 

２３. 当該病院からの医師派遣実績 

 

※募集定員を変更する場合は、別紙５も提出すること。 

 

 

 

 

 ○ 派遣実績              募集定員加算 

       名                  名 

※ 募集定員加算の人数は、報告・届出年度の翌年度の募集定員を算出 

する際に用いる医師派遣等の加算人数を記入すること。（記入要領 25

を参照） 

○地域医療対策協議会等の意向の把握（ 有 ・  無 ） 

※ 該当する方を○で囲むこと。 



 

年次報告書、研修プログラム変更・新設届出書－４－ 
 

病院施設番号：  ０３０４３６    臨床研修病院の名称：  愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院   
項目 25 までについては,報告時に必ず記入してください。 ※  

２４.精神保健福祉士、作業療法士その他診療要員の配

置状況 

(基幹型・協力型記入) 

精神科の研修を行う臨床研修病院については記入してください。 

 1.精神保健福祉士： １２名（常勤： １１名、非常勤：  １名） 

2.作業療法士：    ７名（常勤：  ７名、非常勤：   名） 

3.臨床心理技術者：   名（常勤：   名、非常勤：   名） 

9.その他の精神科技術職員： 

    ９名（常勤：  ９名、非常勤：   名） 

２５．第三者評価の受審状況 

（基幹型記入） 

 ① ．有 （評価実施機関名：NPO 法人卒後臨床研修評価機構 (２０２１年２月

２５日更新）  ０．無 

有を選択した場合には、評価実施機関名及び直近の受審日を記入してください。 

※ここからは研修プログラムごとに記入してください。研修プログラムの変更又は新設の場合は、上記内容と併せて以下の内容につ

いても記入してください。 

２６．研修プログラムの名称 

(基幹型・協力型記入) 

プログラム番号は、既にプログラム番号を取得されている場合に記入してください。 

  研修プログラムの名称：江南厚生病院初期臨床研修プログラム 

 

プログラム番号： ０３０４３６１１１  

２７．研修医の募集定員 

 (基幹型記入) 

 １年次：１３ 名、２年次：１３ 名 

２８．研修医の募集及び採用の

方法 

 (基幹型記入) 

 

研修プログラムに関す

る問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾌﾘｶﾞﾅ   アリヨシ           ヨウ 

氏名（姓）  

有吉 

氏名（姓）  

陽 

所属            役職 

内科            内分泌・糖尿病内科 代表部長 

 

電話：（0587）51－3333   ＦＡＸ：（0587）51－3300 

 

e-mail：kenshu@konan.jaaikosei.or.jp 

 

URL：http:// www.jaaikosei.or.jp/konan/ 

資料請求先  住所 

〒 ４８３-８７０４（ 愛知県 ） 

   江南市高屋町大松原１３７番地 

   愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 

担当部門 

 

 

担当部門 

 

 

  

 

電話：（0587）51－3333   ＦＡＸ：（0587）51－3300 

 
e-mail：kenshu@konan.jaaikosei.or.jp 
 
URL：http:// www.jaaikosei.or.jp/konan/ 

募集方法  ①．公募 

２．その他（具体的に：                   ） 

応募必要書類 

（複数選択可） 

 ①．履歴書、②．卒業(見込み)証明書、③．成績証明書、 

④．健康診断書、５．その他（具体的に：健康診断書は大学の発行の

もので可） 

選考方法 

（複数選択可） 

 ①．面接 

２．筆記試験 

その他（具体的に：小論文 ） 

募集及び選考の時期 

 

 募集時期： ６月 １日頃から 

選考時期： ８月 上旬頃から 

マッチング利用の有無  ① ．有 ０．無 



 

年次報告書、研修プログラム変更・新設届出書－５－ 

病院施設番号：  ０３０４３６    臨床研修病院の名称：  愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院   

※研修プログラムの変更又は新設の場合は、上記内容と併せて以下の内容についても記入してください。 

２９．研修プログラムの名称及び概要 

(基幹型記入) 

  概要：＊ 別紙３に記入 

（作成年月日：西暦   2021 年 4 月 30 日） 

３０．プログラム責任者の氏名等（副プログラム責任者

が配置されている場合には、その氏名等） 

(基幹型記入) 

＊ プログラム責任者の履歴を様式２に記入 

＊ 副プログラム責任者が配置されている場合にあっ

ては、副プログラム責任者の履歴を様式２に記入 

 （プログラム責任者） 

ﾌﾘｶﾞﾅ   アリヨシ           ヨウ           

氏名（姓） 

  有吉 

氏名（姓） 

  陽 

所属        役職 

  内科          内分泌・糖尿病内科 代表部長 

（副プログラム責任者） 

① ．有（ 2 名） ０．無 

３１．臨床研修指導医（指導医）等の氏名等    

(基幹型記入) 

すべての臨床研修指導医等(協力型臨床研修病院に所属する臨床研修指導医及び臨

床研修協力施設に所属する臨床研修の指導を行う者を含む。)について氏名等を記入

してください。 

 ＊ 別紙４に記入 

３２．インターネットを用いた評価システム  ① ．有（○EPOC2・その他（ ）） ０．無 

３３．研修開始時期 

(基幹型、地域密着型記入) 

 西暦  ２０２２ 年 ４月 １日 

３４．研修医の処遇 

(基幹型・協力型記入) 

処遇の適用 
(基幹型臨床研修病院は、２に○を

つけて、以下の各項目について記入

してください。) 

 １．基幹型臨床研修病院と同一の処遇とする。 

１を選択した場合には、以下の研修医の処遇の項目については、記入不要です。 

① ．病院独自の処遇とする。 

常勤・非常勤の別  ① ．常勤 ２．非常勤 

研修手当  一年次の支給額（税込み） 

基本手当／月（310,000 円） 

賞与／年（1,160,000 円） 

二年次の支給額（税込み） 

基本手当／月（360,000 円） 

賞与／年（1,440,000 円） 

時間外手当： １．有 ⓪．無   

休日手当 ： １．有 ⓪．無 

勤務時間  基本的な勤務時間（８：３０～１７：００）24 時間表記 

休憩時間（                          ） 

時間外勤務の有無：１．有 ⓪．無 

休暇  有給休暇（１年次：１０日、２年次：１１日） 

夏季休暇（１．有 ⓪．無） 

年末年始（①．有 ０．無）  

その他休暇（具体的に：８月１５日） 

当直  回数（約４回／月） 

研修医の宿舎（再掲）  ①．有（単身用：７０戸、世帯用：３８戸） 

０．無（住宅手当：      円） 
有を選択した場合には、単身用・世帯用に分けて宿舎の戸数を記入してください。 

無を選択した場合には、住宅手当の金額を記入してください。住宅手当の支給が無い場合は、「０」と記

入してください。 

研修医室（再掲）  ① ．有（ １ 室） ０．無 

有を選択した場合には、研修医室の室数を記入してください。 

社会保険・労働保険  公的医療保険（愛知県農協健康保険組合） 

公的年金保険（厚生年金） 

労働者災害補償保険法の適用（①．有 ０．無）、 

国家・地方公務員災害補償法の適用（１．有 ⓪．無） 

雇用保険（①．有 ０．無） 

健康管理  健康診断（年２回）  

その他（具体的に：採用時にＢ型・Ｃ型肝炎検査、採用後に麻疹・風疹・水痘・ムンブス検査・ワクチン接種を施行） 

医師賠償責任保険の扱

い 

 病院において加入（①．する ０．しない） 

個人加入（①．強制 ０．任意） 

外部の研修活動  学会、研究会等への参加：①．可 ０．否 

学会、研究会等への参加費用支給の有無：①．有 ０．無 

３５．研修医手帳 (基幹型記入)  ①．有 ０．無 

３６．連携状況 (基幹型記入)  ＊ 様式６に記入 

※欄は、記入しないこと。 



 

（記入要領） 

１ 研修プログラムを変更する場合には「１．研修プログラム変更」に、研修プログラムを新設する場合には「２．研修プログラムの新設」に○をつける

こと。 

２ 報告又は届出を行う臨床研修病院の型に応じて、「１．基幹型臨床研修病院  ２.協力型臨床研修病院」の番号に○をつけること。 

３ 特に定めのあるもののほか、原則として、報告・届出日の属する年度（以下「報告・届出年度」という。）の４月１日現在で作成すること。 

４ 既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入し、前回提出した報告書の内容と異なる項目について記入すること。 

５ 各項目に、記入が必要な臨床研修病院の型を記載しているので、臨床研修病院の型に合わせて、記入が必要な項目について記入すること。 

６ （基幹型・協力型記入）と記載されている項目は、基幹型臨床研修病院・協力型臨床研修病院のすべての臨床研修病院が記入対象となること。 

７ （１．有 ０．無）のように選択形式の項目は、いずれかに○をつけること。 

８ 項目番号１から２５までについては、年次報告において記入すること。 

９ 研修プログラムの変更・新設の届出の場合は、項目番号２６から３５までについても記入すること。 

10 ※欄は、記入しないこと。 

11 「作成責任者の氏名及び連絡先」欄の作成責任者は、記載内容について十分回答できる者とすること。 

12 「病院群の構成等」欄は、病院群を構成するすべての臨床研修病院、大学病院及び臨床研修協力施設の名称、新規指定の有無、病院群の構成の変更等

について別表に記入すること。 

13 「病院のホームページアドレス」欄は、当該病院がホームページを有する場合にのみ記入することで差し支えないこと。 

14 「医師（研修医を含む。）の員数」欄について 

（１）「医療法第２１条の規定に基づく人員の算定に当たっての取扱い等について」（平成１０年６月２６日付け健政発第７７７号・医薬発第５７４号）に

基づき、当該病院に勤務する医師（研修医を含む。）について記入すること。なお、歯科医師は算定しないこと。 

（２）「常勤」とは、原則として当該病院で定めた医師の勤務時間のすべてを勤務する者をいうものであること。 

（３）「非常勤」については、常勤以外の医師について、次に掲げる換算式により常勤換算をした数を記入すること。 

※ 換算式 

 

 

（４）「計（常勤換算）」については、常勤医師数と非常勤医師を常勤換算した数の合計を記入すること。 

（５）「医療法による医師の標準員数」は、医療法施行規則第１９条第１項第１号の規定に従い、次に掲げる算出式により算出すること（患者数は、入院及

び外来とも報告・届出年度の前年度の１日平均とすること。）。 

※ 算出式 

   

 

 

 

 

   ただし、医療法施行規則第４３条の２に該当する病院については、上記算出式によらないものとする。 

（６）当該病院の研修プログラムで研修を行っているすべての研修医の氏名等について、様式３に記入すること（歯科医師は記入しない。）。 

15 「救急医療の提供の実績」欄について 

（１）「救急病院認定の告示」欄は、「救急病院等を定める省令」（昭和３９年厚生省令第１８６号）に基づき都道府県知事の救急病院の認定を受けている病

院である場合に、告示年月日（西暦）及び告示番号を記入するものであること。 

（２）「医療計画上の位置付け」欄は、医療計画上、初期救急医療機関、第二次救急医療機関又は第三次救急医療機関として位置付けられている場合に、

該当する番号に○をつけるものであること。 

（３）「救急専用診療（処置）室の有無」欄は、救急専用診療（処置）室を有する場合には、「１．有」に○をつけるとともに、その面積を記入し、有し

ない場合には、「０．無」に○をつけること。 

（４）「救急医療の実績」欄については、「前年度の件数」は報告・届出年度の前年度の救急取扱件数（来院方法を問わず、すべての件数）、「１日平均件

数」は報告・届出年度の前年度の救急取扱件数を年間総日数（３６５又は３６６）で除した数、また、「救急車取扱件数」は報告・届出年度の前年度

の救急取扱件数のうちで来院方法が救急車によるものの数をそれぞれ記入すること。さらに、これらの件数のうち診療時間外に受け付けた件数につ

いて、それぞれの「うち診療時間外」欄に記入すること。 

（５）「診療時間外の勤務体制」については、「医師」数は、「救急医療を提供している診療科」の診療時間外の勤務体制における医師数を記入すること。

また、「看護師及び准看護師」数は、専ら救急医療を提供するための病棟・外来に勤務する看護師及び准看護師のうち、診療時間外の交代制及び宿日

直体制における看護師及び准看護師数を記入すること。 

（６）「指導を行う者の氏名等」欄については、救急医療の指導を行う者について別紙４に記入すること。 

（７）「救急医療を提供している診療科」欄は、内科系、外科系又は小児科に係る救急医療の提供の有無について、該当する番号に○をつけ、その他の診

療科に係る救急医療を提供している場合には、「その他」欄に当該診療科名を記入すること。 

16  「医療法上の許可病床数（歯科の病床数を除く。）」欄は、当該病院の病床の種別ごとの許可病床数を記入すること。 

17 「病床の種別ごとの平均在院日数」欄は、次に掲げる算出式により算出した、報告・届出年度の前年度の平均在院日数を記入すること。ただし、在

院患者延日数とは、報告・届出年度の前年度の毎日午後１２時現在の在院患者数を合計した数とすること。なお、在院患者延日数、新入院患者数及び

退院患者数については、保険診療であるか否かを問わないものであること。 

※ 算出式 

 

 

 

18 「前年度の分娩件数」欄は、報告・届出年度の前年度の正常分娩件数及び異常分娩件数についてそれぞれ記入すること。 

19 「臨床病理検討会（ＣＰＣ）の実施状況」欄について 

（１）「開催回数」欄は、報告・届出病院の主催の下に開催したＣＰＣの報告・届出年度の前年度の開催回数及び報告・届出年度の開催見込数を記入する

非常勤医師の１週間の勤務時間数 

常勤医師の１週間の勤務時間数 

＝常勤換算をした数（小数第二位を四捨五入） 

精神病床及び療養病床に係る入院患者数（歯科の入院患者数を除く。） 

３ 

＋精神病床及び療養病床以外の病床に係る入院患者数（歯科の入院患者数を除く。） 

外来患者数（精神科、耳鼻咽喉科、眼科及び歯科の外来患者数を除く。） 

2.5 
＋ ＋ 精神科、耳鼻咽喉科及び眼科の外来患者数 

５ 

－52 × 
１ 

16 

＋３＝医師の標準員数 

     在院患者延日数      

1／2（新入院患者数＋退院患者数） 
＝平均在院日数（小数第二位を四捨五入） 



 

こと。 

（２）「剖検数」欄は、報告・届出年度の前年度の剖検件数及び報告・届出年度の剖検見込数を記入すること。 

（３）「剖検を行う場所」欄は、剖検を当該医療機関の剖検室で行っている場合は「１．有」に○をつけること。また、剖検を当該医療機関の剖検室で行

っていない場合には、「０．無」に○をつけるとともに、剖検を大学の剖検室において行っているときは「（    ）大学」に当該大学名を記入し、

剖検を他病院の剖検室で行っているときは「（    ）病院」に当該病院名を記入すること。 

20 「研修医のための宿舎及び研修医室の有無」欄について 

（１）「研修医の宿舎」欄は、研修医の利用に供する宿舎（当該病院の敷地の内外を問わない。）を有する場合は「１．有」に○をつけるとともに、「単身

用」・「世帯用」のそれぞれの戸数を記入すること。また、研修医のための宿舎を有さない場合は「０．無」に○をつけるとともに、住宅手当の支給

内容（全額支給、一律○○円、最低○○円から最高○○円の範囲内で負担額に応じて支給等）を記入すること（住宅手当を支給していない場合には

「０円」と記入すること。）。 

（２）「研修医室」欄は、研修医室を有する場合は「１．有」に○をつけるとともに、その室数を記入すること。また、研修医室を有さない場合は「０．

無」に○をつけること。 

21 「図書、雑誌、インターネット等が利用できる環境及び医学教育用機材の整備状況」欄について 

（１）「文献データベース等の利用環境」欄は、Medline 等の文献データベース及び教育用コンテンツのそれぞれについて、利用できる場合は「１．有」

に○をつけ、利用できない場合には「０．無」に○をつけること。また、文献データベース及び教育用コンテンツ以外に、これに類するもので利用

できるものがある場合は「その他（       ）」にその内容を記入すること。 

（２）「医学教育用機材の整備状況」欄は、医学教育用シミュレーターの整備の有無について該当する番号に○をつけること。また、臨床研修に必要なそ

の他の医学教育用機材を整備している場合は「その他（       ）」にその内容を記入すること。 

22 「病歴管理体制」欄について 

（１）「診療に関する諸記録の管理方法」欄は、診療に関する諸記録（診療録、病院日誌、各科診療日誌、処方せん、手術記録、看護記録、検査所見記録、

エックス線写真、紹介状、退院した患者に係る入院期間中の診療経過の要約等）に関する管理方法について、主に中央管理を行っている場合には「１．

中央管理」、主に各科管理を行っている場合には「２．各科管理」に○をつけること。また、いずれにも該当しない場合は「その他」欄にその内容を

具体的に記入すること。 

（２）「診療録の保存方法」欄は、診療録を文書により保存している場合には「１．文書」、電子媒体により保存している場合には「２．電子媒体」に○

をつけること。また、双方併用で保存している場合等は「その他」欄に具体的に記入すること。 

23 「医療安全管理体制」欄について 

（１）「安全管理者の配置状況」欄は、安全管理者を配置している場合は「１．有」に○をつけるとともに、その人数を記入すること。また、安全管理者

を配置していない場合には「０．無」に○をつけること。 

（２）「安全管理部門の設置状況」欄は、安全管理部門の専任職員及び兼任職員の数をそれぞれ記入するとともに、安全管理部門の主な活動内容を記入す

ること。 

（３）「患者からの相談に適切に応じる体制の確保状況」欄は、患者相談窓口の責任者の氏名及び役職並びに患者相談への対応時間を記入するとともに、

患者相談窓口に係る規約を有する場合は「１．有」に○をつけ、有さない場合には「０．無」に○をつけること。 

24 「受入可能定員」欄は、医療法上の許可病床数（歯科の病床数を除く。）からの算出（÷１０）及び年間入院患者数（報告・届出年度の前々年度から

の繰越患者数＋報告・届出年度の前年度の新規入院実患者数）からの算出（÷１００）の双方とも記入すること。 

25 「当該病院からの医師派遣実績」欄は、「加算する数値については、研修医の募集を行う年度の前年度末の時点で医師派遣等が行われている常勤の医

師数が２０人以上の場合を１とし、５人増える毎に１を加え、８０人以上の場合を１３」とする。 

26 「精神保健福祉士、作業療法士その他診療要員の配置状況」欄は、当該病院が精神科の研修を行う場合に記入するものであり、精神保健福祉士、作

業療法士、臨床心理技術者のそれぞれの職種について、職員数及び常勤・非常勤別の内訳数を記入すること。また、これらの職種以外にも精神科に係

る技術職員がいる場合は、その職員数及び常勤・非常勤別の内訳数を記入すること。 

27 「研修プログラムの名称」以降の欄については、研修プログラムごとに別葉に記入すること。 

28 「インターネットを用いた評価システム」欄は、該当するものに○をつけ、「１．有」を選択した場合は、EPOC かその他を選択すること。 

29 「研修医の募集定員」については、当該病院で臨床研修を行っている１年次及び２年次の合計が受入可能定員を超えないこと。 

30 「研修医の募集及び採用の方法」欄について 

（１）「募集方法」欄は、研修医を公募により募集する場合には「１．公募」に○をつけ、その他の方法とする場合にはその他欄にその内容を具体的に記

入すること。 

（２）「応募必要書類」欄は、研修医が選考に応募する際に必要な書類すべてに○をつけ、その他に必要な書類がある場合には、その他欄にその内容を具

体的に記入すること。 

（３）「選考方法」欄は、研修医の選考方法について該当するものすべてに○をつけ、その他に選考方法を設ける場合には、その他欄にその内容を具体的

に記入すること。 

（４）「募集及び選考の時期」欄は、募集及び選考の時期について、具体的に記入すること。 

（５）「マッチング利用の有無」欄は、マッチングを利用する場合には「１．有」に○をし、マッチングを利用しない場合には「０．無」に○をすること。 

31 「研修医の処遇」欄について 

（１）「処遇の適用」欄については、基幹型臨床研修病院は、２に○をつけ、以降の研修医の処遇の各項目について記入すること。また、協力型臨床研修

病院は、基幹型臨床研修病院と同一の処遇とする場合には、１に○をつけ（この場合、以降の研修医の処遇の項目については記入しなくとも差し支

えないこと。）、また、病院独自の処遇とする場合には、２に○をつけること。 

（２）「研修手当」欄は、研修医の基本的な研修手当について、１年次及び２年次の基本手当の額（税込み）、賞与の支給額を記入すること。基本手当が

月給ではない場合にあっては、およその月額を記入すること。時間外手当及び休日手当を支給する場合は、それぞれ「１．有」に、支給しない場合

には「０．無」に○をつけること。なお、時間外勤務及び休日勤務がある場合においては、時間外手当及び休日手当が支給されるものと考えられる

こと。 

（３）「勤務時間」欄は、研修医の基本的な勤務時間及び勤務時間中の休憩時間について記入すること。また、「時間外勤務の有無」欄は、時間外勤務が

ある場合には「１．有」に、ない場合には「０．無」に○をつけること。 

（４）「休暇」欄は、研修医の基本的な休暇の内容について、１年次及び２年次の有給休暇付与日数を記入すること。また、夏季休暇、年末年始休暇の有



 

無について該当するものに○をつけること。また、これら以外に休暇を付与する場合は、その具体的休暇名を記入すること。 

（５）「当直」欄は、研修医の一月あたりのおよその当直回数について記入すること。 

（６）「社会保険・労働保険」欄は、研修医に適用される社会保険・労働保険について、「公的医療保険（   ）」欄に「組合健康保険」等と、「公的年

金保険（   ）」欄に「厚生年金保険」等と記入し、「労働者災害補償保険法の適用」欄、「国家・地方公務員災害補償法の適用」欄、「雇用保険」

欄のそれぞれ該当するものに○をつけること。 

（７）「健康管理」欄は、研修医の基本的な健康管理について、健康診断の回数を記入すること。また、健康診断以外で健康管理を実施している場合は、

「その他」欄に具体的に記入すること。 

（８）「医師賠償責任保険の扱い」欄は、研修医の医師賠償責任保険の基本的な扱いについて該当するものに○をつけること。 

（９）「外部の研修活動」欄は、学会、研究会等への参加を認めるか否かについて該当するものに○をつけ、認める場合における参加費用の支給の有無に

ついても、該当するものに○をつけること。 



別紙１

６．研修管理委員会の構成員の氏名及び開催回数（令和４年度開催回数３回） （No.１）

　　病院施設番号：０３０４３６　　　　臨床研修病院の名称：愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

フリガナ　　　　　コウノ アキオ

姓 河野 名 彰夫

フリガナ　　アリヨシ ヨウ

姓 有吉 名 陽

フリガナ　　　　ニシムラ ナオコ

姓 西村 名 直子

フリガナ　　　カネムラ トクミ

姓 金村 名 德相

フリガナ　　　　ヒグチ カズヒロ

姓 樋口 名 和宏

フリガナ　 イシグレ キヨシ

姓 石榑 名 清

フリガナ　　　　タケウチ アキノリ

姓 竹内 名 昭憲

フリガナ　　　　タカダ ヤスノブ

姓 髙田 名 康信

フリガナ　　　　ササキ ヨウジ

姓 佐々木 名 洋治

フリガナ　　　　　ニシヤマ アカリ

姓 西山 明里

フリガナ　　　　　ワカヤマ アカネ

姓 若山 茜

※　

江南厚生病院

江南厚生病院

１ページ目の最上欄には、研修管理委員長の氏名等を記入すること。「所属」欄には、当該構成員が所属する病院又は施設の名称を記入すること。研修管理委
員長、プログラム責任者、研修実施責任者及び臨床研修指導医（指導医）については、「備考」欄にその旨を記入すること。欄が足りない場合には、コピーに
より対応し、「（No.　）」欄にページ数を記入すること。

研修管理委員長・指導医病院長

研修医

プログラム責任者・研修実施責任
者・指導医

副プログラム責任者・指導医

副プログラム責任者・指導医

指導医

研修医

指導医

指導医

副院長

副院長

副院長

副院長

備考役職所属

副院長

指導医

江南厚生病院

江南厚生病院 代表部長

江南厚生病院

氏名

江南厚生病院

江南厚生病院 副院長 指導医

江南厚生病院

江南厚生病院

江南厚生病院

副院長

江南厚生病院



別紙１

６．研修管理委員会の構成員の氏名及び開催回数（令和４年度開催回数３回） （No.２）

　　病院施設番号：０３０４３６　　　　臨床研修病院の名称：愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

フリガナ　　　　カタダ ヒトミ

姓 片田 名 仁美

フリガナ　　　　イマニシ タダヒロ

姓 今西 名 忠宏

フリガナ　　　　ソウダ マサヒコ

姓 左右田 名 昌彦

フリガナ　　　　コンドウ ヨシオ

姓 近藤 名 良夫

フリガナ　　　　タカクラ マサシ

姓 高倉 名 昌司

フリガナ　　　　コバヤシ シンヤ

姓 小林 名 真哉

フリガナ　　　　ナガナワ トシタカ

姓 長縄 名 敏毅

フリガナ　　　　カネシロ ケンメイ

姓 兼城 名 賢明

フリガナ　 鈴木 ヤスモト

姓 鈴木 名 康元

フリガナ　 ノグチ トモヤス

姓 野口 名 知靖

※　

フェニックス総合クリニック

研修実施責任者・上級医

施設長

布袋病院

研修実施責任者・上級医

江南厚生病院

１ページ目の最上欄には、研修管理委員長の氏名等を記入すること。「所属」欄には、当該構成員が所属する病院又は施設の名称を記入すること。研修管理委
員長、プログラム責任者、研修実施責任者及び臨床研修指導医（指導医）については、「備考」欄にその旨を記入すること。欄が足りない場合には、コピーに
より対応し、「（No.　）」欄にページ数を記入すること。

研修実施責任者・指導医

研修実施責任者・指導医

研修実施責任者・指導者

院長

院長

理事長

施設長

保健所長

研修実施責任者・上級医

備考

江南厚生病院 看護部門の責任者・指導者

事務部門の責任者・指導者

臨床検査室室長 臨床検査室の責任者・指導者

役職

薬剤部長 薬剤部門の責任者・指導者

江南厚生病院

江南厚生病院

氏名

看護部長

足助病院

所属

サンバレーかかみ野

江南保健所

第２ジョイフル江南

事務部長



別紙１

６．研修管理委員会の構成員の氏名及び開催回数（令和２年度開催回数３回） （No.３）

　　病院施設番号：０３０４３６　　　　臨床研修病院の名称：愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

フリガナ　 アベ タツヒコ

姓 阿部 名 達彦

フリガナ　 イケモト シズカ

姓 池元 名 静香

フリガナ　 イケダ マリコ

姓 池田 名 真理子

フリガナ　 オオイケ リョウヘイ

姓 大池 名 　良平

フリガナ　 タカシマ カツノリ

姓 高島 名 勝則

フリガナ　

姓 名

フリガナ　

姓 名

フリガナ　

姓 名

フリガナ　

姓 名

フリガナ　

姓 名

※　

江南市消防本部

ジョイフル布袋

消防長 有識者

研修実施責任者・上級医

外部委員（元江南市長） 有識者

施設長 研修実施責任者・指導者

施設長 研修実施責任者・指導者

氏名 備考役職所属

１ページ目の最上欄には、研修管理委員長の氏名等を記入すること。「所属」欄には、当該構成員が所属する病院又は施設の名称を記入すること。研修管理委
員長、プログラム責任者、研修実施責任者及び臨床研修指導医（指導医）については、「備考」欄にその旨を記入すること。欄が足りない場合には、コピーに
より対応し、「（No.　）」欄にページ数を記入すること。

江南厚生病院

フラワーコート江南

ジョイフル江南

施設長



7．病院群の構成等 別表

基幹型病院の名称（所在都道府県）：愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院　（愛知県）

所在都道府
県

二次医療圏 名称 新規
所在都道府

県
二次医療圏

追加・
削除

名称 新規
所在都道府

県
二次医療圏

追加・
削除

名称 新規 名称 定員

尾張北部
愛知県 西三河北部

愛知県厚生農業協同組合
連合会　足助病院
(病院施設番号:032048)

愛知県 尾張北部
特別養護老人ホーム
ジョイフル江南
(病院施設番号:032783)

江南厚生病院初期臨床
研修プログラム

13

愛知県 尾張北部
布袋病院
(病院施設番号:032768)

愛知県 尾張北部
介護老人保健施設　フラ
ワーコート江南
(病院施設番号:032797)

(病院施設番号:　　　　　)
愛知県 尾張北部

愛知県江南保健所
(病院施設番号:032814)

(病院施設番号:　　　　　)
岐阜県 岐阜

介護老人保健施設　サン
バレーかかみ野
(病院施設番号:032820)

(病院施設番号:　　　　　)
岐阜県 岐阜

フェニックス総合クリ
ニック
(病院施設番号:035288)

(病院施設番号:　　　　　)
愛知県 尾張北部

特別養護老人ホーム　第2
ジョイフル江南
(病院施設番号:076392)

(病院施設番号:　　　　　)
愛知県 尾張北部

特別養護老人ホーム
ジョイフル布袋
(病院施設番号:076393)

(病院施設番号:　　　　　) (病院施設番号:　　　　　)

(病院施設番号:　　　　　) (病院施設番号:　　　　　)

(病院施設番号:　　　　　) (病院施設番号:　　　　　)

※　該当する項目について、上から病院施設番号順に詰めて記入すること。

※　病院群を構成するすべての基幹型病院、協力型病院及び臨床研修協力施設（今回の届出により削除しようとするものを含む。）の所在都道府県、二次医療圏、名称をそれぞれの「所在都道府県」、

　　「二次医療圏」、「名称」欄に記入（既に病院施設番号を取得している研修病院等は番号を「名称」欄に記入）した上で、それぞれの施設が新たに臨床研修協力病院（協力施設）となる場合は

　　「新規」欄に「○」を記入し、また、臨床研修病院（協力施設）を追加又は削除する場合にはそれぞれの施設が以前の病院群に追加されるか以前の病院群から削除されるかにより「追加・削除」

　　欄に「追加」又は「削除」を記入すること。

※　当該病院群に係るすべての研修プログラムの名称及び募集定員（自治医科大学卒業生分等マッチングによらないものを含む）を「研修プログラム」欄に記入すること。

研修プログラム

愛知県厚生農業協同組
合連合会　江南厚生病
院

(病院施設番号:030436)

病院群を構成する臨床研修病院及び研修協力施設（病院又は診療所に限る）が同一の二次医療圏又は同一の都道府県を越えている場合は、その理由を以下に記載。　

足助病院は同じ愛知県厚生連であり、地域医療研修（へき地医療研修）に適しているため。
フェニックス総合クリニック・サンバレーかかみ野は、江南市に隣接している岐阜県各務原市にあり、地域医療研修・地域保健研修に適しているため。

愛知県

基幹型病院 協力型病院 臨床研修協力施設



 

１２．診療科ごとの入院患者・外来患者の数           既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入してください。 

臨床研修病院の名称：江南厚生病院           

病院施設番号：０３０４３６ 

区   分 

内 
 

科 

救
急
部
門 

外 
 

科 

麻
酔
科

（部
門
） 

小 

児 

科 

産
婦
人
科 

 

精 

神 

科 

病院で定めた必修科目の診療科 
 

 

又は 整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

皮
膚
科 

泌
尿
器
科 

眼
科 

耳
鼻
咽
喉
科 

放
射
線
科 

病
理 

合 
 

計 

産 

科 

婦
人
科 

年間入院患者実数 
（）内は救急件数又は分娩件数

6,479 

4,739 

(22,42

6) 

1,422  1,469 
1,587 

（621）

 

（  

） 

  2,261 381 139 792 706 533  

 

15,769 

年間新外来患者数 13,537  830  4,253 1,316    4,576 1,159 1,405 1,023 701 1,382 1,509  31,691 

１日平均外来患者数 
（ ）内は年間外来診療日数 

604.8 

(243) 

61.4 

(365) 

75.0 

(243) 

 

() 

99.5 

（243） 

92.4 

（243）

 

（  

） 

 

（  

） 

 

（  

） 

180.1 

（243） 

35.5

（243） 

46.5 

（243） 

60.2 

（243）

71.5

（243）

76.7 

（243）

23.0 

（243） 

 
 

 

平均在院日数 16.4  10.6  9.8 7.6    14.2 20.3 9.3 5.7 3.4 8.3    

常勤医師数 

（うち臨床研修指導医（指導医）数）

60 

(25) 

2 

(3) 

11 

(4) 

6 

(2) 

12 

（5） 

10 

（3） 

 

（  ） 

 

（  ） 

1 

（0） 

14 

（7） 

5 

（3） 

3 

（1） 

5 

（2） 

3 

（1） 

4 

（2） 

7 

（1） 

2 

（0） 

145 

(59) 

※ 「年間入院患者実数」とは、申請年度の前々年度の繰越患者数に申請年度の前年度中における新入院患者数を加えた数とすること。「年間新外来患者数」とは、申請年度の前年度中に来

院した外来患者のうち、初診料を算定した患者数とすること。「１日平均外来患者数」とは、年間外来患者延数÷年間外来診療日数による数（小数第二位を四捨五入）とすること。「病院

で定めた必修科目の診療科」欄等が足りない場合には、続紙（様式自由）に記載し添付すること。「救急件数」及び「分娩件数」とは、１１．の救急医療の実績の前年度の件数及び１５．

の正常分娩件数と異常分娩件数の合計とすること。 

※ 「内科」とは、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、神経内科等を含めた広義の内科のうち基本研修科目の内科分野の研修を行う診療科であり、「外科」とは、心臓血管外科、呼吸器

外科、脳外科等を含めた広義の外科のうち基本研修科目の外科分野の研修を行う診療科であること。 

※ 基幹型指定申請においては、内科及び救急部門に係る患者の症例リストを添付すること。(様式任意)

別紙 ２ 



 

１２．診療科ごとの研修医の数                既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入してください。 

（ 令和 ４ 年度分） 
臨床研修病院の名称：江南厚生病院          

病院施設番号：０３０４３６ 

基幹型病院名 担当分野 
1～ 
4 週 

5～ 
8 週 

9～ 
12 週 

13～
16 週 

17～
20 週 

21～
24 週 

25～
28 週 

29～
32 週 

33～
36 週 

37～
40 週 

41～
44 週 

45～
48 週 

49～
52 週 

江南厚生病院 内科 9 11 8 6 8 11 9 9 9 10 8 4 2 

  〃 救急部門 4 4 4 4 3 3 3 3 2 2 2 2 2 

  〃 外科 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

  〃 麻酔科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 

  〃 小児科 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 

  〃 産婦人科  1 2 2 1 2  1 2 2 2   

布袋病院 精神科  1 1 2 1 1 2 1 1 2 1   

足助病院 地域医療   1 2 2 1 1 2 1  1   

フェニックス総合クリニック  〃              

 計 17 22 20 21 20 23 20 21 20 22 20 11 8 

※ 申請年度の次年度分、次々年度分を別葉で作成すること。 

※ 「基幹型病院名」欄には、当該病院が申請年度の次年度又は次々年度に研修医を受け入れる基幹型病院の名称及びそのプログラムにおける自病院の担当分野をすべて記入し（自病院が

基幹型病院の場合は、自病院を一番上に記入すること）、基幹型病院及び担当分野ごとに各週に受け入れる研修医の延人数（研修期間４週について１人とすること）を記入すること。また、

複数の基幹型病院の研修医を受け入れる担当分野がある場合には、その担当分野ごとの合計を記入すること。 

※ 「担当分野」欄には、内科、救急部門、地域医療、外科、麻酔科、小児科、産婦人科及び精神科のみを記入し、選択科については記入しないこと。ただし、一般外来については、他科

との並行研修ではなく、単独で実施する場合に限り記入すること。 



 

１２．診療科ごとの研修医の数                既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入してください。 

（ 令和 ５ 年度分） 
臨床研修病院の名称：江南厚生病院          

病院施設番号：０３０４３６ 

基幹型病院名 担当分野 
1～ 
4 週 

5～ 
8 週 

9～ 
12 週 

13～
16 週 

17～
20 週 

21～
24 週 

25～
28 週 

29～
32 週 

33～
36 週 

37～
40 週 

41～
44 週 

45～
48 週 

49～
52 週 

江南厚生病院 内科 9 11 8 6 8 11 9 9 9 10 8 4 2 

  〃 救急部門 4 4 4 4 3 3 3 3 2 2 2 2 2 

  〃 外科 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

  〃 麻酔科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 

  〃 小児科 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 

  〃 産婦人科  1 2 2 1 2  1 2 2 2   

布袋病院 精神科  1 1 2 1 1 2 1 1 2 1   

足助病院 地域医療   1 2 2 1 1 2 1  1   

フェニックス総合クリニック  〃              

 計 17 22 20 21 20 23 20 21 20 22 20 11 8 

※ 申請年度の次年度分、次々年度分を別葉で作成すること。 

※ 「基幹型病院名」欄には、当該病院が申請年度の次年度又は次々年度に研修医を受け入れる基幹型病院の名称及びそのプログラムにおける自病院の担当分野をすべて記入し（自病院が

基幹型病院の場合は、自病院を一番上に記入すること）、基幹型病院及び担当分野ごとに各週に受け入れる研修医の延人数（研修期間４週について１人とすること）を記入すること。また、

複数の基幹型病院の研修医を受け入れる担当分野がある場合には、その担当分野ごとの合計を記入すること。 

※ 「担当分野」欄には、内科、救急部門、地域医療、外科、麻酔科、小児科、産婦人科及び精神科のみを記入し、選択科については記入しないこと。ただし、一般外来については、他科

との並行研修ではなく、単独で実施する場合に限り記入すること。 



 

１２．診療科ごとの研修医の数                既に番号を取得している臨床研修病院については病院施設番号を記入してください。 

（ 令和 ６ 年度分） 
臨床研修病院の名称：江南厚生病院          

病院施設番号：０３０４３６ 

基幹型病院名 担当分野 
1～ 
4 週 

5～ 
8 週 

9～ 
12 週 

13～
16 週 

17～
20 週 

21～
24 週 

25～
28 週 

29～
32 週 

33～
36 週 

37～
40 週 

41～
44 週 

45～
48 週 

49～
52 週 

江南厚生病院 内科 9 11 8 6 8 11 9 9 9 10 8 4 2 

  〃 救急部門 4 4 4 4 3 3 3 3 2 2 2 2 2 

  〃 外科 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

  〃 麻酔科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 

  〃 小児科 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 

  〃 産婦人科  1 2 2 1 2  1 2 2 2   

布袋病院 精神科  1 1 2 1 1 2 1 1 2 1   

足助病院 地域医療   1 2 2 1 1 2 1  1   

フェニックス総合クリニック  〃              

 計 17 22 20 21 20 23 20 21 20 22 20 11 8 

※ 申請年度の次年度分、次々年度分を別葉で作成すること。 

※ 「基幹型病院名」欄には、当該病院が申請年度の次年度又は次々年度に研修医を受け入れる基幹型病院の名称及びそのプログラムにおける自病院の担当分野をすべて記入し（自病院が

基幹型病院の場合は、自病院を一番上に記入すること）、基幹型病院及び担当分野ごとに各週に受け入れる研修医の延人数（研修期間４週について１人とすること）を記入すること。また、

複数の基幹型病院の研修医を受け入れる担当分野がある場合には、その担当分野ごとの合計を記入すること。 

※ 「担当分野」欄には、内科、救急部門、地域医療、外科、麻酔科、小児科、産婦人科及び精神科のみを記入し、選択科については記入しないこと。ただし、一般外来については、他科

との並行研修ではなく、単独で実施する場合に限り記入すること。 

 



 

２９．研修プログラムの名称及び概要 

プログラム番号：０３０４３６１１ 
病院施設番号：０３０４３６  臨床研修病院の名称：愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院  

臨床研修病院群番号：           臨床研修病院群名：江南厚生病院臨床研修病院群  

プログラム番号、病院施設番号及び臨床研修病院群番号は、既に取得されている場合に記入してください。 
１．研修プログラムの名称 江南厚生病院初期臨床研修プログラム 

２．研修プログラムの特色 臨床研修の目標を達成するためにはできるだけ多くの診療科で研修を行うこ

とが望ましいとの考えに基づき、2004 年に新臨床研修制度が開始されてから、

見直しによって厚労省の示す必修科目の増減が繰り返される中、いわゆるスー

パーローテート方式を堅持している。一方、救急科でのブロック研修に加えて、

救急外来での日当直業務を研修医に課すことによって、2年間を通しての併行

研修として救急外来研修を行っている。スーパーローテート方式によるブロッ

ク研修でも救急外来研修でも、屋根瓦方式の手厚い指導体制の下で実践を重視

した研修を行っており、豊富な症例経験を積むことによって、十分な知識・技

能を身につけることができる。当院では病院全体として優れた医療人を育てよ

うという意識が浸透しており、研修医を全面的にサポートする体制が整ってい

る。そして、他職種との協働によりチーム医療を実践する中で、患者の身体的

問題のみならず心理的・社会的側面も考慮した全人的医療を行う能力を身につ

けることができる。当院は最新の医療機器を備え先進医療を積極的に行う急性

期病院であるが、まずは患者の傍らに寄り添い、患者の目線に立った医療を提

供できる医師を育てることが最重要と考えている。 

３．臨床研修の目標の概要 日常診療で頻繁に遭遇する病気や病態に適切に対応できるよう、急性期疾患の

プライマリ・ケアや救急医療に重点を置き、将来の進路にかかわらず、すべて

の臨床医に必要とされる基本的な診療能力（態度・技能・知識）を身につける

こと、患者や患者家族・地域社会から信頼されるように、医師としてふさわし

い人格を身につけることを目的としている。 

４．研修期間 （  ２  ）年 （原則として、「２年」と記入してください。） 

 備考 研修後そのまま専門研修に入り 3 年以上研修可能な病院は、その旨を記入してください。 

内科については、基幹病院の専攻医としてそのまま当院で専門研修に入る。そ
の他の診療科についても他の基幹病院の連携病院として多くの医師が継続し
て当院で勤務している。 

５．臨床研修を行う分野 
 

研修分野ごとの病院又は施設（研修分野ごとの研修期間） 

＊ 同一の研修分野について複数の病院又は施設で研修を行う場合には、適宜欄を分割してすべての

病院又は施設の名称（病院施設番号）を記入してください。 

＊ 研修期間は、研修分野ごとに週単位で記入してください。各研修分野におけるプログラムの詳細

は備考欄に記入してください。 

＊ 選択科目については、その診療科を選択した場合の病院又は施設等を記入してください。 

病院施設番号 病院又は施設の名称 研修期

間 

内一般外来 

 
 

(記入例) ｘｘ科 1234567 ○○ 病院 ○週 ○週  

必 
修 
科 
目 
・ 
分 
野 

内科 030436 
愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
26 週 

約 2.4 週  
（0.5 日／週） 

救急部門 030436 
愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
10 週  

 地域医療 032048 
愛知県厚生農業協同組合連合会 

足助病院 
２週 

一般外来    

在宅診療 

約 0.2 週 
（1日／週）  
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 035288 
在宅療養支援診療所 フェニッ

クス総合クリニック 

２週 一般外来 

在宅診療  

 外科 030436 
愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
８週    

 小児科 030436 
愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 

６週   約 1.2 週 

（1 日／週） 

 産婦人科 030436 
愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
４週  

 精神科 032768 布袋病院 ４週  

 

病院で

定めた

必修 

科目 

麻酔科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
４週   

整形外科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
４週  

脳神経外科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
４週  

泌尿器科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
４週  

放射線科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
２週   

臨床検査室 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
１週   

保健・医療行
政 

032814 江南保健所 １週  

032783 特別養護老人ホーム ジョイフ

ル江南 
 

 

032797 介護老人保健施設 フラワーコ

ート 
 

 

032820 介護老人保健施設 サンバレー

かかみ野 
 

 

076392 特別養護老人ホーム 第２ジョ

イフル江南 
 

 

076393 特別養護老人ホーム ジョイフ

ル布袋 
  

選択 

科目 

皮膚科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 

２週   

眼科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 

２週  

耳鼻咽喉科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 

２週  

病理診断科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 

２週  

集中治療科 
ＩＣＵ 

030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 
２週  

本人の希望する科 030436 愛知県厚生農業協同組合連合会 

江南厚生病院 

１１週   

合
計
で
１
週 



 

【病院で定める選択必修科目について】 

皮膚科、眼科、耳鼻咽喉科、病理診断科、集中治療科の選択科目については、3科目以上を選択し、各 2週間以上のブロッ

ク研修を行う。 

【精神科について】 

精神科は布袋病院（協力型臨床研修病院）で 4週以上の研修を行う。 

【救急科について】 

救急科は、2 週間のブロック研修を 1 回、4 週間のブロック研修を 2 回行い、通年で行う日当直（概ね月に 4 回、2 年間で

約 23 ヶ月）を並行研修として行う。 

【地域医療について】 

地域医療は、原則として足助病院（協力型臨床研修病院）で 2 週間、フェニックス総合クリニック（臨床研修協力施設）

で 2週間の研修を行い、一般外来、在宅診療の研修も行う。 

【保健・医療行政について】 

地域保健は、江南保健所で 1週間、特別養護老人ホーム・介護老人保健施設で 1週間の研修を行う。 

【一般外来研修について】 

一般外来研修は原則として並行研修で行うものとし、内科ブロック研修中（緩和ケア科以外）は 1 週間に 0.5 日分、小児

科ブロック研修中は 1 週間に 1 日分、足助病院における地域医療研修中には 1 週間に 1 日分の、最低 20 日分（4 週間）の

研修期間を確保し、初診患者の診療および慢性疾患患者の継続診療の場面で研修を行う。 
 



    別紙4
　（Ｎｏ．　1）

３１.臨床研修指導医（指導医）等の氏名等　　　 病院施設番号：０３０４３６

内科（総合） 加藤　幸男 江南厚生病院 名誉院長 50年 ○
日本血液学会専門医、日本内科学会指導医・認定医、愛知県厚生
農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 030436110 4

内科（総合） 春田　一行 江南厚生病院 部長 41年 ○
日本内科学会指導医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指
導医講習会受講済 〃 4

内科(血液・腫
瘍) 河野　彰夫 江南厚生病院 病院長 35年 ○

日本内科学会指導医・認定医、日本血液学会指導医・専門医、日
本臨床腫瘍学会指導医、日本造血細胞移植学会認定医、日本がん
治療認定医機構指導医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講
習会受講済、臨床研修プログラム責任者養成講習会受講済

〃 4

内科(血液・腫
瘍) 尾関　和貴 江南厚生病院 部長 24年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会指導医・認定医、日
本血液学会専門医・指導医、日本造血細胞移植学会認定医、日本
臨床腫瘍学会専門医、日本自己輸血血学会認定医、愛知県厚生農
業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科(血液・腫
瘍) 福島　庸晃 江南厚生病院 部長 18年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会指導医・認定医、日
本血液学会指導医・専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床
研修指導医講習会受講済

〃 4

内科(血液・腫
瘍) 後藤　実世 江南厚生病院 医長 9年 ○

日本血液学会・専門医、日本内科学会・認定医、緩和ケア研修会
修了、臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

内科(内分泌・
糖尿病) 有吉　陽 江南厚生病院 部長 29年 ○ 日本内科学会指導医・認定医、日本内科学会総合内科専門医、日本内分泌学会

専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 1、3，4

内科(内分泌・
糖尿病) 大竹　かおり 江南厚生病院 部長 26年 ○

日本内科学会指導医・認定医、日本内科学会総合内科専門医、日本糖尿
病学会専門医、日本内分泌学会専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床
研修指導医講習会受講済

〃 4

内科(呼吸器) 山田　祥之 江南厚生病院 顧問 41年 ○
日本内科学会認定医、日本呼吸器学会指導医・専門医、日本呼吸
器内視鏡学会指導医・専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨
床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科(呼吸器) 日比野　佳孝 江南厚生病院 部長 21年 ○
日本内科学会総合内科専門医、日本呼吸器学会専門医、日本呼吸器
学会指導医、日本呼吸器内視鏡学会専門医、日本アレルギー学会専門医（内
科）、日本結核病学会認定医、日本禁煙学会認定医、日本内科学会指導医、愛知
県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科(呼吸器) 林　信行 江南厚生病院 部長 20年 ○
臨床研修指導医講習会修了
緩和ケア研修会修了 〃 4

内科(呼吸器) 宮沢　亜矢子 江南厚生病院 部長 15年 ○
日本内科学会・認定医、日本呼吸器内視鏡学会・専門医、日本呼
吸器学会・専門医、日本内科学会　総合内科専門医、臨床研修指
導医講習会受講済

〃 4

担当分野 氏名 所属 役職

　　　　　備考
1　プログラム責任者
2　副プログラム責任者
3　研修実施責任者
4　臨床研修指導医(指導医)

プログラム番号

臨床研修病院の名称：
愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

資格等
臨床経

験
数

指導医講習会
等の受講経験

有：○
無：×
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３１.臨床研修指導医（指導医）等の氏名等　　　 病院施設番号：０３０４３６

担当分野 氏名 所属 役職

　　　　　備考
1　プログラム責任者
2　副プログラム責任者
3　研修実施責任者
4　臨床研修指導医(指導医)

プログラム番号

臨床研修病院の名称：
愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

資格等
臨床経

験
数

指導医講習会
等の受講経験

有：○
無：×

内科（消化
器） 佐々木　洋治 江南厚生病院 副院長 28年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本消化器病学会指導医・専門
医、日本消化器内視鏡学会指導医・専門医、日本肝臓学会専門
医、日本内科学会認定医、人間ドック学会健診専門医、愛知県厚生農業協
同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科（消化
器） 吉田　大介 江南厚生病院 部長 27年 ○ 愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

内科（消化
器） 小原　圭 江南厚生病院 部長 22年 ○

日本内科学会指導医・認定医、日本消化器病学会・専門医、日本
消化器内視鏡学会・専門医 〃 4

内科（消化
器） 須原　寛樹 江南厚生病院 部長 15年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会指導医・認定医、日
本消化器学会専門医、日本消化器内視鏡学会専門医、臨床研修指
導医講習会受講済

〃 4

内科（消化
器） 颯田　祐介 江南厚生病院 部長 14年 ○

日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視
鏡学会専門医、日本肝臓学会専門医、日本内科学会認定医・指導
医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科（循環
器） 齊藤　二三夫 江南厚生病院 名誉院長 42年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門医、日本内科
学会認定医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習
会受講済

〃 4

内科（循環
器） 髙田　康信 江南厚生病院 副院長 30年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門医、日本不整
脈学会専門医、日本内科学会指導医・認定医、愛知県厚生農業協
同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科（循環
器） 片岡　浩樹 江南厚生病院 部長 23年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門医、日本内科
学会指導医・認定医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指
導医講習会受講済

〃 4

内科（循環
器） 田中　美穂 江南厚生病院 部長 20年 ○

日本内科学会指導医・認定医、日本循環器学会専門医、日本内科学
会総合内科専門医、日本心血管インターベンション治療学会専門医、愛知県厚生
農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科（循環
器） 奥村　諭 江南厚生病院 部長 17年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本内科学会指導医・認定医、日
本循環器学会専門医、日本不整脈心電学会認定不整脈専門医、愛
知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科（循環
器） 三木　裕介 江南厚生病院 部長 13年 ○

日本循環器学会認定循環器専門医、日本心血管インターベンショ
ン治療学会認定医、日本内科学会認定総合内科専門医、日本心エ
コー図学会SHD心エコー図認定医、日本心臓リハビリテーション
学会心臓リハビリテーション指導士、日本循環器学会指導医、日
本内科学会指導医、臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

内科（緩和ケ
ア内科） 石川　眞一 江南厚生病院 顧問 49年 ○

日本内科学会認定医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指
導医講習会受講済 〃 4
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３１.臨床研修指導医（指導医）等の氏名等　　　 病院施設番号：０３０４３６

担当分野 氏名 所属 役職

　　　　　備考
1　プログラム責任者
2　副プログラム責任者
3　研修実施責任者
4　臨床研修指導医(指導医)

プログラム番号

臨床研修病院の名称：
愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

資格等
臨床経

験
数

指導医講習会
等の受講経験

有：○
無：×

内科（緩和ケ
ア内科） 木原　里香 江南厚生病院 部長 18年 ○

日本内科学会総合内科専門医、日本血液学会専門医・指導医、臨
床研修指導医講習会受講済 〃 4

小児科 尾崎　隆男 江南厚生病院 顧問 50年 ○
日本小児科学会専門医、日本感染症学会指導医・専門医・認定
医、インフェクションコントロールドクター、愛知県厚生農業協
同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

小児科 西村　直子 江南厚生病院 副院長 32年 ○
日本小児科学会指導医・専門医、日本小児感染症学会暫定指導
医、日本感染症学会暫定指導医・専門医、日本化学療法学会・抗菌化学療法認
定医、インフェクションコントロールドクター、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研
修指導医講習会受講済、臨床研修プログラム責任者養成講習会受講済

〃 2、4

小児科 竹本　康二 江南厚生病院 部長 24年 ○
日本小児科学会指導医・専門医、日本周産期・新生児医学会指導
医・専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習
会受講済

〃 4

小児科 後藤　研誠 江南厚生病院 部長 21年 ○
日本小児科学会指導医・専門医、日本感染症学会専門医、日本小
児感染症学会暫定指導医、日本化学療法学会専門医、インフェクションコントロー
ルドクター、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

小児科 見松　はるか 江南厚生病院 部長 19年 ○ 日本小児科学会専門医 〃 4

外科 石榑　清 江南厚生病院 副院長 30年 ○

日本外科学会指導医・専門医・認定医、日本消化器外科学会指導
医・専門医・認定医、日本消化器病学会専門医、日本消化器外科
学会消化器がん外科治療認定医、日本肝胆膵外科学会指導医、日
本がん治療認定医機構認定医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨
床研修指導医講習会受講済

〃 4

乳腺・内分泌
外科 飛永　純一 江南厚生病院 部長 38年 ○

日本外科学会専門医、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会専
門医、日本乳癌学会専門医、日本内分泌外科学会専門医、日本消
化器外科学会認定医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指
導医講習会受講済

〃 4

外科 間下　直樹 江南厚生病院 部長 20年 ○
日本外科学会専門医、日本消化器外科学会指導医・専門医、日本
がん治療認定機構認定医、日本腹部救急医学会認定医、愛知県厚
生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

外科 田中　友理 江南厚生病院 部長 17年 ○
日本消化器外科学会専門医、日本消化器外科学会専門医、消化器
がん外科治療認定医、日本外科学会専門医、日本がん治療認定医
機構・がん治療認定医、日本小児科外科学会消化器がん外科治療
認定医

〃 4

整形外科 金村　徳相 江南厚生病院 副院長 24年 ○
日本整形外科学会専門医、日本脊椎脊髄病学会指導医、愛知県厚
生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会、臨床研修プログラ
ム責任者養成講習会受講済

〃 2、4

整形外科 川崎　雅史 江南厚生病院 部長 30年 ○
日本整形外科学会専門医、日本リウマチ学会専門医、日本体育協
会専門医、日本股関節学会認定医、日本人口関節学会認定医、中
部整形外科災害外科学会認定医、義肢装具等適合判定医、愛知県
厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済

〃 4
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３１.臨床研修指導医（指導医）等の氏名等　　　 病院施設番号：０３０４３６

担当分野 氏名 所属 役職

　　　　　備考
1　プログラム責任者
2　副プログラム責任者
3　研修実施責任者
4　臨床研修指導医(指導医)

プログラム番号

臨床研修病院の名称：
愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

資格等
臨床経

験
数

指導医講習会
等の受講経験

有：○
無：×

整形外科 藤林　孝義 江南厚生病院 部長 27年 ○
日本整形外科学会専門医、日本リウマチ学会指導医・専門医、愛
知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

整形外科 加藤　宗一 江南厚生病院 部長 19年 ○
日本整形外科学会専門医、日本手外科学会専門医、愛知県厚生農
業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

整形外科 伊藤　研悠 江南厚生病院 部長 18年 ○
日本脊椎脊髄病学会、脊椎脊髄外科指導医、日本整形外科学会・
専門医、日本整形外科学会・脊椎脊髄病医、臨床研修指導医講習
会受講済

〃 4

整形外科 都島　幹人 江南厚生病院 部長 18年 ○
脊椎脊髄病学会指導医・専門医、日本整形外科学会専門医、日本
脊椎外科学会専門医、臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

整形外科 大倉　俊昭 江南厚生病院 部長 15年 ○
日本整形外科学会専門医、日本人口関節学会認定医、臨床研修指
導医講習会受講済 〃 4

脳神経外科 水谷　信彦 江南厚生病院 部長 32年 ○
日本脳神経外科学会指導医・専門医、日本脳卒中学会専門医、愛
知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

脳神経外科 岡部　広明 江南厚生病院 部長 38年 ○
日本脳神経外科学会指導医・専門医、愛知県厚生農業協同組合連
合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

脳神経外科 伊藤　　聡 江南厚生病院 部長 22年 ○
日本脳神経外科学会指導医・専門医、愛知県厚生農業協同組合連
合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

泌尿器科 坂倉　　毅 江南厚生病院 部長 32年 ○
日本泌尿器科学会指導医・専門医、日本泌尿器内視鏡学会認定
医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

泌尿器科 小林　隆宏 江南厚生病院 部長 21年 ○
日本泌尿器学会専門医、日本がん治療認定医機構認定医、日本内
視鏡学会泌尿器腹腔鏡技術認定、緩和ケア研修会修了、臨床研修
指導医講習会受講済

〃 4

産婦人科 樋口　和宏 江南厚生病院 副院長 38年 ○
日本産科婦人科学会指導医・専門医、日本女性医学学会指導医、
母体保護法指導医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受
講済

〃 4

産婦人科 木村　直美 江南厚生病院 部長 30年 ○
日本産科婦人科学会指導医・専門医、母体保護法指導医、日本専門医
機構専門医、日本がん治療認定医機構認定医、日本周産期・新生児医学会暫定
代表指導医・指導医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指導医講習会受
講済

〃 4
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３１.臨床研修指導医（指導医）等の氏名等　　　 病院施設番号：０３０４３６

担当分野 氏名 所属 役職

　　　　　備考
1　プログラム責任者
2　副プログラム責任者
3　研修実施責任者
4　臨床研修指導医(指導医)

プログラム番号

臨床研修病院の名称：
愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

資格等
臨床経

験
数

指導医講習会
等の受講経験

有：○
無：×

産婦人科 松川　泰 江南厚生病院 部長 15年 ○
日本産婦人科学会・指導医、日本産科婦人科学会・専門医、日本
生殖医学会　生殖医療専門医、母体保護法指定医、緩和ケア研修
会修了、臨床研修指導医講習会修了

〃 4

皮膚科 坂井田　高志 江南厚生病院 医長 8年 ○ 日本皮膚科学会専門医 〃 4

眼科 平岩　二郎 江南厚生病院 部長 28年 ○
日本眼科学会専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床研修指
導医講習会受講済 〃 4

耳鼻咽喉科 尾崎　慎哉 江南厚生病院 部長 19年 ○
日本耳鼻咽喉科学会・専門医、日本耳鼻咽喉科学会・専門研修指
導医、日本アレルギー学会・専門医、緩和ケア研修会修了、臨床
研修指導医講習会修了

〃 4

耳鼻咽喉科 小栗　恵介 江南厚生病院 医長 11年 ○
日本耳鼻科専門医、緩和ケア研修会修了、臨床研修指導医講習会
受講済 〃 4

放射線科 大河内　幸子 江南厚生病院 部長 30年 ○
日本医学放射線学会指導医、日本医学放射線学会放射線診断専門
医、日本核医学会・PET核医学認定医、検診マンモグラフィ読影
認定医師 、臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

麻酔科・救急
部門 野口　裕記 江南厚生病院 部長 27年 ○

日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会専門医、日本航空医療学
会指導医、愛知医科大学病院臨床研修指導医講習会受講済 〃 4

麻酔科・救急
部門 黒川　修二 江南厚生病院 部長 20年 ○

日本麻酔科学会指導医・専門医、日本心臓血管麻酔学会専門医、
日本蘇生学会指導医、日本周術期経食道心エコー認定医、日本老
年麻酔学会専門医、日本小児麻酔学会認定医、日本ペインクリニック学会専門
医、愛知医科大学病院臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

集中治療科・
救急部門 山本　康裕 江南厚生病院 部長 41年 ○

日本集中治療医学会専門医、愛知県厚生農業協同組合連合会臨床
研修指導医講習会受講済 〃 4

集中治療科・
救急部門 増田　和彦 江南厚生病院 部長 29年 ○

日本救急医学会専門医、日本褥瘡学会認定医、日本医師会臨床研
修指導医講習会受講済 〃 4

救急科・救急
部門 竹内　昭憲 江南厚生病院 副院長 38年 ○

日本救急医学会専門医、日本麻酔科学会指導医・専門医、日本ペ
インクリニック学会専門医、日本集中治療医学会専門医、名古屋
市立大学病院臨床研修指導医講習会受講済

〃 4

※　「担当分野」欄には、様式５別紙３の臨床研修を行う分野及び病理（ＣＰＣ）を記入すること。
※　「所属」欄には、臨床研修指導医（指導医）等が所属する病院又は施設の名称を記入すること。
※　「資格等」欄には、指導医に係る講習を受けた旨や、取得した専門医資格等について記入すること。
※　「プログラム番号」欄には、臨床研修指導医（指導医）等が担当するすべてのプログラム番号を記入すること（プログラム番号を取得していない場合には研修プログラムの名称を記入
すること。）。
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３１.臨床研修指導医（指導医）等の氏名等　　　 病院施設番号：０３０４３６

担当分野 氏名 所属 役職

　　　　　備考
1　プログラム責任者
2　副プログラム責任者
3　研修実施責任者
4　臨床研修指導医(指導医)

プログラム番号

臨床研修病院の名称：
愛知県厚生農業協同組合連合会　江南厚生病院

資格等
臨床経

験
数

指導医講習会
等の受講経験

有：○
無：×

※　プログラム責任者、副プログラム責任者、研修実施責任者及び臨床研修指導医（指導医）については、「備考」欄にそれぞれに応じた番号を記入し、併せてプログラム番号を記入するこ
と（プログラム番号を取得していない場合には研修プログラムの名称を記入すること。）。

＊研修実施責任者・・・協力型臨床研修病院又は臨床研修協力施設において、当該施設における臨床研修の実施を管理する者
＊臨床研修指導医（指導医）・・・研修医に対する指導を行う医師であり、７年（８４月）以上の臨床経験及び指導医養成講習会等の受講経験を有する者
※　欄が足りない場合には、コピーにより対応し、「（No.　）」欄にページ数を記入すること。


